
開講科目名／Course 社会学入門

ターム・学期／Term・Semester 2026年度／Academic Year　　２学期／Second

開講区分／semester offered ２学期、３学期／Second,Third

単位数／Credits 1.0

学年／Year 1

主担当教員／Main Instructor 大杉　至

担当教員名／Instructor 大杉　至

必修・選択
／compulsory subject

選択

講義形態
／Class Type

講義

授業回数 8

科目の目的と概要 私たちは社会の中で生きているので、社会はいってみれば空気のような存在である。しかし、社会
は私たちを拘束しているし、私たちは社会に頼って生きていく他はない。本講義では、社会学の巨
匠たちが社会をどうとらえてきたかを概説する。それぞれの論者によって、様々な社会のとらえ方
があることを理解し、社会を見る目を豊かにされたい。

到達目標 1. 私たちが生きている社会を客観的に説明できる。

DPとの対応 2.科学的思考力

授業計画 01. 社会学とは何か（社会学の成立―A.コント―）　　　　　　　
02. Ｍ.ウェーバーの社会学方法論
03. ウェーバーの資本主義成立論　
04. 官僚制の理論
05. マルクスの社会理論
06. マルクスの資本主義成立論
07. デュルケムの社会学方法論
08. デュルケムの宗教理論

その他の授業の工夫 -

時間外学修 事前学修：次回用の配付資料で知らない概念を調べる（7h）。
事後学修：配付資料を用いて復習する（15h）。

評価方法と評価割合 試験：80％
受講態度：20％

テキスト 特になし。プリントを配布すると同時に参考文献をその都度紹介する。

参考書

履修する上で必要な要件

その他

教員の実務経験 有・無 無

内容

教員以外で指導に関わる者の実務
経験

有・無 無

内容

実務経験をいかした教育内容


